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1教養相談の予後に関する調査

一知能と学校生活への適応状態について一
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　子どもの教育にあだって、個々の子どもの発達や蝉力

に感じた指導をすることの重要性や有効性参強調されて

おりながら、実際に学校教育の場そは、子どもの能力差

を充分に考慮した授業が行なわれているとはいい難い。

一学級内の児童の知能指数の分布状態ふらみても、知能

年令には非常な隔差があり、指導上の困難さは充分に想

像できることではあるが、画一的な授業や一斉的な課題

を与えるために、一部の子どもが置きざりにされている

ごとを否定することはできなレた。

、的．

　特に、 一最近あように、r文化的な刺激が増加し子どもの

飯嬬化欄題礎継り頑麹鱒｝こ解雛識
rが高まっている現状においては、知的能力が平均に達1し

ていない子ども は、 従来よりもいっそう学校生活外の不

適応をおこしやすく、また、両親も子どもΦ敦育にっい

て不安を抱きやすいのではないかと考えられる。

　したがって、今回はこのような子どもの学校生活への

適応状態を調べ・今後の指導のための資料を得ることを

目的とした。

∬　方

　昭和44年度、45年度に教養相談室で扱ったケースの中

から、46年3月現在、小学校に在学して“るものに限

り、I　Q80、90夜のものには全員に、他は無作為に抽出

して417名を選び質問紙を送り・146名から回答を得た。

向収率は35．0％、回答者のI　Qの分布は第1表の運りで

ある。このうちI　Q99以下のものを対象群とし、I　Q

100以上のものを比較群として考察をすすめた。

　質問紙は、学校生活への参加状況・学校と家庭での学

習状況、数師との関係、友人関係、健康状態などに関す

る獺を蹄し・締灘殿者に回答してもらつ準・

他に、学校や教師に対す多要望と、現在子どものことで

心配臆っていることがらを舳記述で記入鯨め・ 同

法

時に子どもの学業及び行動に対する担任の評価を通信簿

から転記してもらった。

　　　　　第1表　回答者のI　Qの分布

I　Q

70～　』79

80～　89
90～　　99

LOO～109
110～n9
120～129

130～

人 数

u
16

26

21

32

23

17

％

7．5

1L．0

亘7．8

14．4

2夏．9

15．8

U、7

皿　結

　1．学校生活への参加状況

　学校生活べの参加状況を、喜んで通学しているか、病

気でないのに学校を休んだり遅刻することがあるか、学

校の行事に喜んで参加するか、 クラブ活動や係りの仕事

に参加しているかの質問でとらえたが・これらの項目に

ついてはほとんど差が認められなかった。

　しかし、』第2表琴示したよう1こ、穣んで通学している

果

と畷嘔のの飼餅19・・以上のぞルーブ棋

　　　　F』第2表　喜んで通学しているかr

試1喜んで通学 ふつ う・ いやがる一
どがあるP

70勾マ9 7　63，6％ 4　36．4％ ％
、1レ　”

80
～89 7　　43．8 9　　56．3

9Q～99 12　　46．2 13　50．0 皇　．3．8．

乙oo～ 69　　74’2 22　　23．7 2　　2」2

』
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第3衷　学校生活と家庭生活を比べて態度が違

　　　うように感じるか　、
．、 へ乙乳、 ．．、

第7集

謎旦1は い 1ふいえ
70～79
80～89

『90㌣99
且ooぺ

3　27．3％

7　　43．8

10　　 38．5・

E7　　18．3

8　72．7％

9　　56．3

16　　6夏．5

76　　81．7

べ80、90代のグルーブにやや少ない傾向がみら．れる。

「学校生活と家庭生活を比べて、かなり態度が違うよう

に感じうか」め質問に対しては第 3表に示 したように、

家庭と態度が違うように感じるというものが、伍QgO代

以下のグル」プの方に多く ｛’概して引込思案である、1i意

志表示ができない、内弁慶などの傾向を示すものが多く

なって））るじ

　これらカ1ら㌧I　Q90代以下のグル」ブでは明らかな不

適応行動を示すものが多いとはいえないがl　I　Q100以

上のグル遥ブめ方に学校生活を楽じみ、・積極的に参加し

ているものが多いということができよう。

2．学習活動について

　第4表に示したように、学業成絞はI　Q段階との関連

が強ぐ、エQ段階が低ぐなるに したがづて成績が悪いも

のが多くなっている。

　だってくる傾向が推察される。

、、

・∫ ∫躰塑卿胚ズついていをナな噸があるか」
に対する回答を第お表喜こ示した。

〆I　Q90伶の 4ルーブでは38．5％、80代のグループでは

68・8％が勉強につし ・ていけない心配をもっている。しか

　し、I　Q70代のグルーブでは、特殊学級に在籍する1名

を除き・他は全員が成績が悪いと回答しておりながらも

勉強についていけない心配をもっているものの割合が少

なぐなっている。

　　「授業中、ぼんやりしている、おちつきがないなどと

注童さ診ることが多いか」 「忘れものが多いξいわれる

か」の質聞に対飾回答は第6・暖｝こ示したよう1こ、

真飛段階が低ぐなるにしたがい準意をうけるものの割合

が増加，している。

第6衷　授業中1ぽんやりし七いる、おちつき

　　　がないと注意ざれることが多いか

『磁匝．い
70～79
80～89
、go～99

100～

　　　％
7　　63．6

8　　50．0

9　　34．6

24　　25．8

1　じ

　いいえ
　　　　％
4』　36．4

8　　5Q．0

16　　61，5

68　　73．L

1』鮪．入

、、％

3．8

i．1

1第4衷学 業 成』ζ績r’

翻　　　　良、、い

70～79

80～89

90～99

100～

％

5　19．2

多8　40．9

ふつう悪 い不 閉

　　　％　　　％　　　％
　正　　r　g．1　10　　　90．9

（特殊学級）

　5　　3夏．3　ii　　68、8

7　　　26．9　13　　　50．O　　夏　　　3．8

42　　45．2　1i　　11．8　　2　　　2，2

第了表　盲れものが多いといわれるか

漁1 は・い

70～
79

80～89
9Q～99

置OO　r

　　　％
6　　54，4

7　　43，8

8　　30．8

艮5　　16．1

［いいえ
　　　　％
5　　45．5

7　　43，8

星8　　69．2

77　　82．8

1無記入

％

2　　12．5

1　　　正．艮

　I　Q90代のグループについてみると、成績が良いと答

えた5名は4年生が1名、1年生が4名で、悪いと答え

たものは6年生、5年生、4年生が各2名、2傘生5名、

．1宰生2名であり、学年がすすむと次第に成績不振が目

筋表勉弦勘ずかしく？い鮮チ恥心配湖赫

傭騨たいてい彰砒やってレ・るか」r龍痴
ずびしくて一人でできな魅・ことが多いか』の璽問への嗣

答聯8・・9表に示した・一IQ90代以下の．ルー蓼
は、 いわれなければ宿題をやらない、むずかしく七‘入

で重きなy・ものの割合が多くなっている。

　また、家庭での学習をいやがって困るというものは、

第10表に示したようにI　Q90代以下のグループではI　Q

　　　　第8表宿題はきちん1とやる乙が1』1’

磁1はい
70～79
80～89
90～99
100～

　　　％
　　36．4
11．　68．8
10

　38．5

4．　　4．3

1
　いいえ
　■　　
　　　％7 　63．6

5　31．3
15

　57．7

88　　94．6

1
鮪入，

％

3．3

1．1

融1ぞ恕驚く いわなけれ
ぱやらない

無記入・

7q～79
80～89

o～99
00～

　　　　％6

　54．5

　　37．5

8　　69．2

7　　8～， 8

　　　　％5　　45．4・

　　56．3

　　26．9

2　　12．9

　　　％

　　 6．3

　　3、8

　　　4．3
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望月＝教養相談の予後に関する凋査

第9表 宿題がむずかしくて」人でできない

　　　ごとカミ多ヤ、カ・

い いいえ
無記入・宿

なし

％ ％ ％

70～79 8　　 72，7
3　27．3

80～89
11

　6亀8
．r 　 2亀O 1　　6．3

90～99 7　2619 18　　76．9 里　 　3』8

100～ 6　　　6．5 85　　91．⇒ 2　・ 2．2

第10衷　家庭での学習をいやがるか

1漁い． い い’いえ 無、記入

傾向がみられるが｛先生と接したり諾したりするみをい

やがるものは、第12表のようにI　Q70代のグノ》一プに坤

ぺてむしろ80代、90代のグルーブの方に多い。こめとと

がら、I　Q90代のグル』プに、教師との関係がうまくい

かず、消極的な態度を示し七いるものが多いのではない

かと推察される。

70～79　　6

80～89　　7

90～99 　7

夏00～　　　　31

　 ％　　　　r％
54．5　　5　　45．5

43．8　　9　　56．3

26．91265，42
33．3　　62　　　66．7　

　　　　　4．友だちに対して

　　　　　「友だちがあるか」に対し“いいえ乏答えたものは1

　　　　Q蝋以下の勉蔚瞬』》．、［欝ち槻榊や争い
　　　　が多いか」の質問に抵ほ乏んど差がみられないが・ 自分

　％　　 がらすすんで仲間に入ろ引としないも・の・友だち駕嫌わ

　　　　れたり仲問はずれにされたりするものがIlQ90代以下の

　　　　グルーブに多く 、友だち関係が消極的で、1『仲間づぐりが

7・7
できにくいことを示 してV・る．（第13ボ・114，15表）

段階が下がおにしたがづて増加しているが、・I　Q100以

上のグノレープにも、I　Q100代1110代にかなりの高率に

みられ、単に知能と の関係だけからはみることポできな

い己

　3．㌦教師に対して

　r担任の先生を好いているか」・r先生をこわがるか」

の質問にはI　Q90代めグルーブで5名19、2％が、それぞ

れ先生を嫌い、先生をこわがるの項に回答し・他のグル

ープに比べ、いくぶん多ぐなっている。

　また、第11表にみられるように・先生から注意された

ゆ叱られたりすることが多いものは・I　Q90代以下のグ

”ルーブの方にやや多へI　Q段階が下がるほど多くなる

　5．健康状態

　登校時に索分カミ悪くなること炉おるか・帰宅時に疲れ

左ゆすが紘勲な どの質間剛し嚇．1鰍騨
にみてほとんど差がみられなかっ た。』・

第i籔にみられるように、鋤能力が他好 紬と：比

べて劣っているというも¢》はI　Q段階が低くなるにレた

第13表　家だちがあるか

・は

　70　～　79　　　
9

　80　　ハレ　　89　　　　　11　・・

　90～ 99　
19

　1QO　　～、r　　　　　　　83・

い4で〔いいえ
　　　　　　　　、％　％
　　　　2　　　　夏8．281．8
　　　　5　　　31．368、8
　　　　7　　　　　2619』73．1

　　　　51　　　5．494．6

第U表　先生から注意さ飽たり叱られたりする

　　　ことカミ多ヤ、カ・

第14表　すすんで仲間に入ろう≧するか

融．はい・
70～79
80～

89

go～99
正oo～

　　　％
4　　36．4

5　　3旦．3

7　　26・．9

15　　116．1

いいえ、瞬記入

　　　　％　　　　％
6　　　54．5　　　　　　　9．1

夏0　　　62．怠　　　　　　　6．3

19　　 73．1　

77　　　82．8 　夏 　　　1．玉

瀦＼ は い
　　雪　　　　　　　　　』

い7し 無記ス

劉、1
　％
．54，5

31．3

46。2

69．9

5
1L

13

25

　％　　　　・％
45』5

68．8　

50．0　．　1　　　　398

．26。93　3．2

第12表先生と接したり話したりする璽奪いやがるか

箏・5牽一 讐魏曾闘は惣1三

い いいえ 無記入

雛、霧玉1、1
薦輸＼いまい

1斗
いいえ 4』無臥

　％．．
36．4　　6i

43，8　　9

・34．6　17

　7．5　85

’54乙5』1　　1

56．3

、6跳略

搬駐・

　r％
r9‘ ’1”
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第16表 運動能力が他の子どもと比べて劣っているか

I　Q段階
「は

い い い
唱凡

70

80

90

00

～～～～ 79

999

　9

1i220

　　％r

正．8

8．8

46．2

【．5

　2

ユ4

3

　　％18．2

ヌ．3

3．8

8．5

1第7集

がっ《｛’その割合が増加している。

α　単探及雛歎師に対歩る要望，

　1 Q70代の11名中・ 特殊学級在級者は1名のみで他は
・いずれも普通学級にいる。

　・学校や教師に対する要蟄のあるものは16名！〈54．5％）

あり、残りは要望なし、または無記入のものである。そ

のうち1名は入学時燃こ先生にお願レ懸堅，して

いただいたと満足を示している。　　 ‘

　要望め内窒は、勉強のできない子比も愛惰 と理解がほ

しい2名～長い目ぞ根気よくみてほしい2名、 引込み思

案だからひきたててほしい1名など、発達の蓮い子ども

に対する教師の扱い方について述べたものが多い。二裏名

ね「おくれているから・と特殊学級ぺいぐごどを望んセい

るようで、全く無視さ紅為状態摂？存？具体的に相談に

のってほしい」と激師の態度に強く不満を訴えており、

他の1名は「特殊牽緩をすすめられているが、遅進児を

対象ζ←た促準学級ゐ1ほしい」ぐいう希望を述べ、「通

信簿の評価ではわりざれない能力をもっている子だと信

じているので』と教師の評価に不信をもらしている。

　 I　Q80代のグルーブでは、無記入3名、大変よくして

もらっている1名を除く12名（75％）のものが、 何らか

の麹を獺している5い 』　’シ ∴・し：

　個人面桜が少なくて子どもの状態がわからない、ξの

狸度おくれて疑るのか、学稼での様子を蓮絡してほしい

塗ど、担任教師から子ξもの状態についての具体的な情

報を求めてい灸もの 3名、何か長所もある≧思うのでそ

れ奪認めてひきだしてほしい2名、思いやりをもって長

硝でみてほしい2名隊どもの識よく齢て紛て

はしい1名、蹄解力が蓼辱自弓車張しなヤ、など子ども

の問題点について指導して腰しい2名、』なをがある。

．解麹ろい恥醗して煙折ってくれるのが逆効果

葬なるよぢ艇拳したものが1名、成績が悪けれぱ特殊学

級へという担任の考えが残念だ1というものが1名あっ

たo

　I　Q90飾みグルーブそ は・・要望なし6名、無記入5

名、担任がよ ぐ醜してくれて満足している3名があ

　り、残りの12名（46，2％）が要望をもっている。

　子どもの性質をのみこんで自信をつけてほしい3名、

教科ゆ劣う面をっいていけるように指導してほしい2

名、理鯉していないのにどんどん進んでしま・うので木安

になる、その学年の教科内容をていねい琴教えて憾しい

など、教科の進度についていけない子どもの指導法に関

するもの串名、子どもの悪い点ばかりみて長所をみてく

れる先生がなかった、授業内容が悪く教科魯をとぱして

教える、子どもが先生虐鱗うをど教師犀対する不満や不

唇を述べたもめ3名、’1r～2年ぐらいは同じ朱生に担任

してほしいなどが要望 としてあげられている。r

　全般的はみると、I　Q90代以下のグルーブの学稜や教

師に対する要望としては、おくれているから、あるいは

1成績が悪いからということで、’子どもの学校での生活全

体が消極的にならてしまうのに対し、教師の具体的な指

導や属いやりのある暖かい心づかいを望んでいるものが

多いgそして・そういう扱いから子どもが自信をも、ち・，

現在以上の能力がひき渡されてヤ・1く等とを期待してレ）る

傾向がみられる。，

　これに比べてI　Q工00以上のグルーブでは、満足して

い翻名（1エ・8％）・撫なし離壱撫畝45名（48．4

％）で、残りの37名（39．8％）が麹ー 表明 虞いも。

　その内容は、一人一人に目を注いで授業 して廷しい、

平等に扱ってほしい、 ついてし ・げな欺・子をひぎあ嫡るこ

とに重点がおかれ平均以上の子が放醗される、病題を出

してほしい、宿題を減らしてほ しいな．ど、一個々の子ども

の立揚・特性などによりさ．まざまなものがある。，その中

に、良い先生で感諭しているというも のがある一方、 小

学校教師として適準のある人を望み為い、 未経験の先生

が子どもの心を理解せず体罰を吊いる焦り㊨敦育がみら

れた・公立校から私立校へ転樫した結果・学樫や先生に

よりこん蓼に達うのかと思うほどだ、など、教節の人格

や教節としての資質に不償感をのべているものが少数で

は南るがみられう。このこと殖闘連して、醒年先生が変　r

樋ので良い雌にあ蝸ように祈っている・ 新しい先

生になれるまで気疲れするなξの記述にみられるホう

に、どんな教師が子どもの担任になるかということは親

にとって重大な関心凄となっているようである。

要r 約

　I　Q80、90代の子どもの学校生活ぺめ適応状態を調1べ

た。

　学校生活に対する態度は・明らかな木適応行動を現わ

綴’るものは1まとんど榊ない力斗1全般に灘で
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望月 ：教養相談の予後に関する調査

・ド 学業成績は悪く、・親は子どもが教科の進度についてい

けないという不安をもっているものがかなり高率にみら

れる。

　授業中、ぼんやりしている、おちつきがない、忘れも

のが多いなど注意されるものが多く、学習活動に充分に

参加していないことを示している。

　教師との関係は消極的で、先生に接することをいやが

るものが比較的多い。

　友人関係ではけんかや争いなどは少ないが、仲間に入

りにくく、嫌われたり仲間はずれにされる揚合が多い。

　学校や教師に対する保護者の要望としては、成績が悪

く、消極的な傾向のつよい子どもに、自信をもたせ何ら

かの長所をひきだしてくれるような具体的な指導や思い

やりのある態度を望むものが多かった。

Inte三1igence　and　Adjustment　Conditions　to　School　Life

Investigation　into　Prognosis　of　Problems　consulted　at　Psychologicai　and

Educational　Consuitation　SectiQn　of　Nippon　Aiiku　Research　Ins砒ute

Dept．5　　Takeko　M【och重zuk三

　　The　adjustment　co皿ditions　tQ　schoo里1ife　of　the　childre距wi亡h　IQ　scores　of80and90ユevels　were

investigated．

　　obvious　maladlusted　behaviQrs　are　not　f6und　in　their　schoo夏1ives，but　generaIly，most　chlldreロ

areshQwingPassivebehaviors・
　　Their　school　achievements　are　poor，and　a　considerable　number　of　mothers　are　anxious　about

their children　not　being　able　to　keep　pace　with　the　progress　of　class・works、

　　Many。fthechildre・sh・wtheyaren・tfuliy皿rtici麟nginleamingactivities・s。me励g

inattentive，othersbeinguneasy，andmanyare・ftencauti・nedbytheirteachersn・tt・fQrgetto

bring　the　things】required　for　school　life・

　　Relatively　a　large　number　of　children　don，t　like　to　come　in　touch　with　their　teachers，Their

relations　to　their　teachers　are皿egaUve，

　　Regard正ng　the　relatiQn　to　their　class・mates，they　neither　quarrel　nor　compete　much　with比eir

mates，τather　they　have　dimculty　in　mixing　with　the　class．mates，and　in　many　cases　they　are　hated

byorlef亀outofthegroup，
　　Many　parents　demand　frQm　the　school　authorities　and　teachers　practical　guidance　and　thoughtful

attitudes　for　the　children　with　poor　school　ach玉evement　and　passive　te距dency　so　that　they　may　make

each　child　gain　self・confidence　and　draw　out　some　goQ（1poi血t　from　him・
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